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梅
田
二
区
は
梅
田
二

丁
目
と
三
丁
目
が
ひ
と
つ
の
区
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
度
は
、
三
丁
目
自
治

会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

昨
年
の
十
一
月
と
十
二
月
に
救
急
車

が
町
内
に
入
る
。
お
父
さ
ん
を
介
護
し

て
い
た
Ｔ
さ
ん
の
お
母
さ
ん
が
倒
れ
て
、

そ
の
数
日
後
、
退
院
し
て
三
日
も
た
た

な
い
Ｏ
さ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
…
二

人
と
も
退
院
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
出
来
事
は
、
年
に
二
・

三
回
は
必
ず
起
こ
り
、
そ
の
度
に
町
会

の
役
員
さ
ん
、
隣
組
の
皆
さ
ん
が
、
何

か
お
役
に
立
つ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
、
と
か
け
つ
け
て
く
れ
ま
す
。
一
連

の
法
要
を
遺
族
の
身
に
な
っ
て
、
静
か

に
、
し
か
も
自
然
に
行
っ
て
い
る
地
域

で
す
。

国
道
16
号
の
梅
田
交
差
点
の
一
角
に
、

一
九
七
八
年
、
新
興
住
宅
街
と
し
て
生

ま
れ
た
梅
田
三
丁
目
自
治
会
、
当
時
は

若
い
人
の
街
で
し
た
が
、
今
で
は
高
齢

者
の
多
い
な
ご
や
か
な
街
に
な
っ
て
い

ま
す
。

自
治
会
の
年
間
活
動
は
、
他
自
治
会

と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
総
会
、
公
園

の
除
草
、
盆
踊
り
、
地
区
体
育
祭
へ
の

参
加
、
そ
し
て
夜
警
と
、
こ
の
夜
警
は
、

自
治
会
結
成
以
来
二
十
四
年
「
自
分
の

生
命
と
財
産
は
自
分
で
守
ろ
う
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
続
け
て
い
ま
す
。
隣

り
近
所
の
人
た
ち
が
一
組
に
な
っ
て
、

声
を
そ
ろ
え
て
「
火
の
用
心
」
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
防
災
会
や
、
自

治
会
Ｏ
Ｂ
の
あ
じ
さ
い
会
（
老
人
ク
ラ

ブ
）
も
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

人
は
誰
も
が
老
化
し
、
他
界
す
る
。

だ
か
ら
地
域
で
の
日
頃
の
ふ
れ
あ
い
や

つ
き
あ
い
が
、
要
介
護
や
不
幸
な
ど
、

い
ざ
と
い
う
時
に
、
さ
さ
え
あ
う
力
に

な
り
、
不
安
や
心
配
を
少
な
く
し
て
く

れ
る
の
で
す
。

21
世
紀
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
主

流
に
な
る
世
紀
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
年
交
代
の
各
班
長
さ
ん
、
三
・
四
年

奉
仕
す
る
こ
と
に
な
る
役
員
さ
ん
、
こ

れ
こ
そ
が
人
と
人
と
の
交
わ
り
を
つ
く

る
パ
イ
プ
役
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
る
典
型
例
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
私
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
「
愛
の
社
会
化
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

私
が
こ
の
地
域
に
住
み
、
長
い
間
、

自
治
会
活
動
を
し
て
心
に
感
じ
た
こ
と

を
列
記
し
て
み
る
と
、
自
治
会
活
動
と

は
、

○
人
と
人
と
の
交
わ
り
、
つ
ま
り
「
あ

い
さ
つ
」
か
ら
す
べ
て
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。

○
活
動
は
心
の
助
け
あ
い
で
あ
り
、
こ

れ
で
良
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
無

限
に
、
し
か
も
持
続
・
継
承
さ
れ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
自
由
に
、
自
主
的
に
自
分
達
の
た
め

に
、
自
立
し
て
活
動
す
る
の
が
自
治

会
活
動
で
は
な
い
か
。

○
こ
れ
か
ら
も
、
誰
と
で
も
大
き
な
声

で
「
あ
い
さ
つ
」
が
交
わ
さ
れ
る
地

域
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
。

○
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
も
、
さ
び
し

さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
地
域
・
街
で
あ

る
こ
と
を
願
っ
て
。

私
達
の
地
区
牛
島
一
番
組
は
、
東
に

県
道
松
伏
線
が
通
り
、
西
に
古
利
根
川

が
流
れ
、
地
区
の
ほ
ぼ
中
央
を
横
切
る

様
に
、
東
武
野
田
線
が
走
っ
て
い
ま
す
。

戸
数
は
四
〇
〇
軒
強
で
、
地
区
全
体
が
、

藤
の
牛
島
駅
に
五
分
以
内
と
、
通
勤
通

学
に
と
て
も
便
利
な
所
で
す
。
線
路
の

南
側
一
帯
は
、
通
称
「
な
ら
や
ま
」
と

呼
ば
れ
、
道
が
狭
い
上
、
な
ら
の
木
、

熊
ざ
さ
が
多
く
昼
間
で
も
淋
し
い
所
で

し
た
。
今
で
は
住
宅
が
立
ち
並
び
以
前

の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
々
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

ま
た
古
利
根
川
沿
い
に
あ
る
古
利
根

公
園
は
緑
も
多
く
、
ブ
ラ
ン
コ
、
ス
ベ

リ
台
等
の
遊
具
も
あ
り
、
子
供
達
の
楽

し
い
遊
び
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
四
月

に
な
る
と
、
桜
の
花
が
咲
き
み
だ
れ
、

花
見
客
で
に
ぎ
わ
い
大
人
に
と
っ
て
も

楽
し
み
な
所
で
す
。

地
区
役
員
は
、
地
区
長
一
名
、
副
地

区
長
三
名
、
会
計
三
名
、
顧
問
二
名
、

監
査
二
名
、
組
長
十
七
名
で
す
。

地
区
行
事
と
し
て
は
、
女
体
神
社
の

祭
礼
（
氏
子
）、
初
午
（
氏
子
）、
青
年

会
親
睦
旅
行
（
会
員
）、
総
会
、
春
日
部

市
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
、
地
区
体
育

祭
に
参
加
、
幸
松
地
区
ゴ
ミ
拾
い
に
参

加
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
集
会
所
の
大

掃
除
（
組
長
以
上
）、
そ
の
他
毎
月
十
三

日
集
会
所
に
て
組
長
以
上
の
役
員
が
集

ま
り
話
し
合
い
（
今
後
の
こ
と
等
）、
広

報
の
配
布
、
三
ヶ
月
に
一
度
二
十
日
と

日
を
定
め
組
長
が
集
金
し
た
地
区
費
を

会
計
に
納
入
す
る
等
が
あ
り
ま
す
。
尚

今
年
は
十
二
月
二
十
三
日
に
組
長
以
上

の
役
員
、
青
年
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
の
協
力
を
得
て
、
公
園
の
一
角
に

置
か
せ
て
い
た
だ
い
た
丸
太
等
の
資
材

（
二
十
年
間
続
け
て
い
た
夏
祭
り
に
使
用

し
た
も
の
）
を
撤
去
い
た
し
ま
し
た
。

長
い
間
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

は
、
親
睦
旅
行
が
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。
無
力
な
私
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
役
員
を
始
め
地
区
の
皆
様
の
、

ご
指
導
、
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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我
が
み
ど
り
住
宅
地
は
、
武
里
駅
か

ら
県
道
野
田
岩
槻
線
を
西
に
約
二
キ
ロ

入
っ
た
県
道
の
北
側
に
位
置
し
、
周
囲

は
田
圃
に
囲
ま
れ
た
閑
静
な
住
宅
地
で

す
。
当
住
宅
地
は
昭
和
四
十
八
年
に
郵

政
互
助
会
と
住
友
土
地
が
共
同
で
開
発

さ
れ
た
住
宅
地
で
、
敷
地
面
積
は
一
区

画
六
〇
坪
以
上
で
四
五
〇
区
画
、
東
西

の
二
ヶ
所
の
調
整
池
と
公
園
が
第
一
、

第
二
公
園
の
二
ヶ
所
、
道
路
も
区
画
整

理
地
並
の
道
路
率
を
有
し
整
然
と
し
た

街
並
で
、
住
宅
環
境
と
し
て
は
極
め
て

良
好
な
環
境
で
、
し
か
も
緑
の
多
い
住

宅
地
と
し
て
完
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
の
居
住
者
数
は
四
一
〇
世
帯
で
約
四

〇
区
画
が
な
お
空
地
と
し
て
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

住
宅
地
の
近
く
に
は
か
す
か
べ
温
泉

が
あ
り
、
住
宅
地
沿
い
の
北
側
に
は
、

埼
玉
国
体
に
む
け
て
の
総
合
体
育
館
が

建
設
中
で
あ
り
、
今
年
の
四
月
一
日
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
県

道
南
側
に
は
歩
い
て
五
分
の
と
こ
ろ
に

病
床
八
十
七
ベ
ッ
ド
の
救
急
病
院
「
順

生
会
病
院
」
が
昨
年
十
一
月
一
日
に
オ

ー
プ
ン
、
西
側
に
は
大
型
ス
ー
パ
ー
ア

ピ
タ
岩
槻
店
が
一
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
、

と
り
ま
く
環
境
も
昨
今
大
き
く
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
一
年
間
の
自
治
会
の
主

な
行
事
と
し
て
は
、
四
月
の
定
期
総
会

を
は
じ
め
、
八
月
の
学
校
の
夏
休
み
中

の
「
夏
祭
り
納
涼
の
集
い
」
が
、
子
供

み
こ
し
や
屋
台
に
谷
原
中
学
校
の
生
徒

に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
出
店
参

加
す
る
な
ど
盛
大
に
開
か
れ
、
武
里
地

区
体
育
祭
に
は
高
齢
者
の
「
ゆ
う
ゆ
う

み
ど
り
会
」
や
「
子
供
会
」
の
協
力
も

得
て
多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
秋
に
は
、
当
み
ど
り
住
宅
地
出
身

の
落
語
家
「
三
遊
亭
吉
窓

き
ち
そ
う

」
さ
ん
の

「
ふ
る
さ
と
独
演
会
」
を
自
治
会
館
で
盛

大
に
開
催
、
十
二
月
一
日
に
は
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

ま
た
、
春
日
部
市
の
出
前
講
座
を

「
介
護
保
険
制
度
」
に
つ
い
て
二
回
、

「
都
市
計
画
と
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

一
回
実
施
し
、
介
護
保
険
制
度
へ
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、「
十
年
後
、
二

十
年
後
に
ど
ん
な
街
に
住
み
た
い
か
、

子
供
達
に
ど
ん
な
環
境
を
残
し
た
い
か
」

な
ど
、
み
ど
り
住
宅
地
の
将
来
像
の
検

討
を
会
員
の
皆
さ
ん
と
ま
ず
勉
強
か
ら

始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
春
日
部
市
総
合
体
育
館
の
建

設
に
当
り
、
隣
接
地
と
し
て
の
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
、「
家
屋
の
損
傷
や
騒
音
対
策
、

テ
レ
ビ
の
電
波
障
害
」
な
ど
に
つ
い
て

は
「
近
隣
対
策
委
員
会
」
を
設
置
し
今

日
ま
で
対
応
し
て
き
て
お
り
、
オ
ー
プ

ン
後
も
二
〜
三
年
間
は
継
続
し
て
対
応

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、

よ
り
住
み
よ
い
地
区
と
し
て
い
く
た
め

に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。藤

塚
と
言
え
ば
桃
の
産
地
、
今
か
ら

四
十
年
前
の
事
、
春
四
月
上
旬
に
は
見

事
な
畑
一
面
に
ピ
ン
ク
色
の
花
畑
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
桜
よ
り
匂
い
も
良
く
心

か
ら
き
れ
い
だ
な
ぁ
と
思
っ
た
時
代
も

あ
り
、
砂
質
壌
土
で
果
樹
に
適
し
た
農

業
地
域
で
あ
り
ま
し
た
。
昔
の
藤
塚
橋

は
木
造
で
賃
取
橋
と
し
て
有
名
で
、
そ

の
後
近
代
化
が
進
み
藤
塚
橋
も
立
派
な

橋
に
な
り
、
文
化
村
が
出
来
、
一
変
し

て
市
街
化
農
業
と
変
身
し
ま
し
た
。

私
達
の
本
田
下
地
区
は
藤
塚
の
一
番

南
端
、
銚
子
口
と
は
道
一
本
が
境
で
、

東
側
一
帯
は
近
代
的
な
文
化
村
自
治
会

が
あ
り
ま
す
。
私
達
の
地
区
も
農
家
十

六
世
帯
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
百
八
十

世
帯
と
十
倍
以
上
に
増
え
ま
し
た
。

色
々
と
新
し
い
事
を
お
そ
わ
り
抽
象
し

な
が
ら
、
昔
な
が
ら
の
農
家
の
仕
来
り

を
競
合
し
て
楽
し
く
明
る
く
生
活
し
て

い
ま
す
。
待
望
の
集
会
所
も
昭
和
五
十

七
年
に
完
成
し
、
会
員
一
同
喜
ん
で
利

用
し
て
い
ま
す
。
地
区
の
行
事
は
、
毎

月
十
五
日
夜
八
時
よ
り
集
会
所
に
於
て

班
長
会
議
及
び
市
広
報
等
の
配
分
そ
の

他
必
要
に
応
じ
て
会
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。
尚
、
年
中
行
事
は
一
月
に
は
新
年

祝
賀
会
、
四
月
に
は
総
会
、
十
一
月
ふ

れ
あ
い
給
食
会
等
、
又
、
市
行
政
に
基

づ
き
古
利
根
川
沿
い
の
清
掃
、
春
の
ク

リ
ー
ン
デ
ー
、
地
区
防
災
訓
練
、
地
区

体
育
祭
参
加
等
皆
心
良
く
参
加
し
て
く

れ
、
役
員
一
同
本
当
に
喜
ん
で
い
ま
す
。

尚
、
旧
農
家
の
仕
来
り
と
し
て
二
月

初
午
祭
り
、
四
月
十
五
日
祈

経

き
と
ぎ
ょ
う

祭
り
、

七
月
十
六
日
「
ナ
エ
ダ
」
と
言
っ
て
今

年
の
五
穀
豊
穰
、
家
内
安
全
を
祈
願
す

る
祭
り
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
十
月

に
は
用
排
水
堀
の
草
刈
り
清
掃
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
近
隣
友
愛
を
目
的
と
し

て
長
く
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

又
、
子
供
会
、
婦
人
会
、
若
葉
会
等
、

二
ヶ
月
に
一
回
、
女
性
達
の
親
睦
会
は

毎
月
一
回
、
当
番
制
で
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
特
に
カ
ラ
オ
ケ
会
は
毎
月
二
回
、

第
一
、
第
四
土
曜
夜
七
時
よ
り
十
時
頃

迄
、
会
員
は
十
五
名
位
で
当
番
制
で
十

年
以
上
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
只
一
番
困

っ
て
い
る
の
は
藤
塚
橋
の
渋
滞
で
す
。

新
し
い
橋
の
工
事
も
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
一
日
も
早
く
こ
れ
を
解
消
し
て
頂

け
れ
ば
有
難
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
尚
、

希
望
と
し
て
藤
塚
橋
よ
り
南
・
東
側
古

利
根
川
沿
い
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
静

か
な
そ
よ
風
に
当
り
春
か
ら
秋
に
楽
し

め
る
散
歩
道
が
出
来
た
な
ら
、
我
が
本

田
下
地
区
は
永
久
に
住
み
よ
い
、
隣
人

愛
の
あ
る
明
る
い
地
区
と
し
て
発
展
す

る
と
期
待
し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

春 日 部 市 自 治 会 連 合 会∫

自
治
会
長

小
　
川
　
吉
　
夫

夏　祭　り

集 会 所 に て

自
治
会
長

三
　
田
　
清
　
次

武
里
み
ど
り
住
宅
地
自
治
会

本
田
下
自
治
会



鎮
座
年
月
日
は
不
詳
で
す
が
、
口
碑

に
よ
れ
ば
粕
壁
宿
が
元
和
年
中
（
一
六

一
五
年
）
現
在
よ
り
三
八
七
年
前
、
日

光
街
道
の
宿
駅
と
し
て
定
め
ら
れ
駅
業

務
が
始
ま
っ
た
時
、
上
宿
仲
宿
と
共
に

新
宿
組
が
組
織
さ
れ
元
新
宿
の
住
民
が

次
・
三
男
を
残
し
て
こ
の
地
に
転
居
し

宿
場
業
務
の
旅
籠
屋
伝
馬
制
度
の
夫
役

等
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
り
こ
の
地
に

転
居
し
て
来
た
者
が
現
在
本
町
の
先
祖

と
思
い
ま
す
。

日
光
街
道
粕
壁
宿
の
中
心
と
し
て
、

栄
光
近
郷
近
在
の
農
作
物
を
は
じ
め
商

店
の
町
と
な
り
、
当
時
の
特
産
品
は
麦

わ
ら
帽
子
で
、
東
北
方
面
に
販
売
し
て

お
り
ま
し
た
が
時
代
の
変
革
に
よ
り
今

日
一
軒
も
製
造
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
現

在
は
農
家
の
仕
事
も
機
械
化
さ
れ
て
、

田
植
え
も
二
・
三
日
で
終
わ
る
様
に
な

り
帽
子
を
使
用
し
な
く
と
も
済
む
様
に

な
っ
た
か
ら
で
す
。
今
日
は
春
日
部
特

産
の
羽
子
板
製
造
業
が
三
軒
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
し
て
昭
和
二
十
四
年
頃
に
新
宿

組
か
ら
町
名
が
本
町
に
改
称
さ
れ
ま
し

た
。昭

和
五
十
八
年
市
制
三
十
年
と
同
じ

頃
に
県
の
指
導
に
よ
り
市
商
工
会
近
代

協
に
よ
り
商
店
会
両
側
に
三
メ
ー
ト
ル

の
歩
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五

十
八
年
頃
ま
で
は
本
町
会
は
二
百
二
十

戸
あ
り
ま
し
た
が
、
三
井
不
動
産
の
開

発
に
よ
り
七
十
軒
程
が
他
の
町
会
に
移

転
し
ロ
ビ
ン
ソ
ン
百
貨
店
が
出
店
し
ま

し
た
。
現
在
の
戸
数
は
貸
店
舗
を
含
め

て
約
百
六
十
軒
に
な
り
ま
し
た
。
会
員

は
少
な
い
け
れ
ど
も
住
民
の
ほ
と
ん
ど

が
昔
か
ら
の
住
民
で
す
の
で
楽
し
い
町

会
で
す
。

商
店
会
の
両
側
の
歩
道
に
県
指
導
に

よ
り
平
成
九
年
に
電
線
等
地
下
埋
設
工

事
が
着
工
さ
れ
、
平
成
十
二
年
に
街
路

灯
も
新
し
く
な
り
明
る
い
、
景
観
の
良

い
商
店
会
に
な
り
ま
し
た
。

町
会
に
は
稲
荷
神
社
が
あ
り
毎
年
初

午
祭
を
押
田
宮
司
に
よ
り
町
会
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。

尚
、
夏
祭
り
に
つ
い
て
は
昨
年
御
神

輿
を
大
修
復
し
立
派
に
な
り
、
町
会
全

員
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
町
会
は
商
店

会
・
青
年
会
・
親
睦
会
・
自
主
防
災

会
・
老
人
会
・
育
成
会
・
光
栄
会

こ
う
え
い
か
い
等
で

運
営
し
て
お
り
ま
す
。
其
の
他
市
行
政

へ
の
諸
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
お

り
ま
す
。
以
上
が
主
な
地
区
運
営
の
取

組
み
で
す
。

今
後
共
市
当
局
又
は
町
内
の
皆
様
の

温
か
い
御
指
導
・
御
協
力
を
頂
き
よ
り

良
い
運
営
を
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

花
積
西
地
区
は
春
日
部
市
の
西
の
端

で
、
岩
槻
市
に
隣
接
し
、
野
田
線
東
岩

槻
駅
の
近
く
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。

当
地
区
は
三
年
前
に
花
積
地
区
よ
り
分

離
し
た
戸
数
二
百
戸
あ
ま
り
の
新
し
い

自
治
会
で
す
。

昭
和
四
十
三
年
に
県
企
業
局
に
よ
っ

て
開
発
さ
れ
た
こ
の
街
も
、
第
一
世
代

の
多
く
が
現
役
を
退
き
第
二
世
代
へ
と

替
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
第
一

世
代
を
中
心
と
し
た
プ
ラ
チ
ナ
会
（
老

人
会
）
の
活
動
を
強
化
し
、
地
域
住
民

の
親
睦
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
、
会
を
市
老
人
会
連
合
に
加
盟
さ
せ

る
べ
く
そ
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
街
で
育
っ
た
子
供
た
ち

に
「
我
が
故
郷
」
と
誇
れ
る
よ
う
な
街

づ
く
り
を
目
指
し
、
子
供
会
の
育
成
に

も
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
児
童
数
も

少
な
く
、
ま
た
市
の
境
に
あ
る
た
め
に

公
園
や
児
童
施
設
か
ら
も
遠
く
、
自
治

会
独
自
で
進
め
て
い
く
困
難
を
抱
え
て

お
り
ま
す
。

幸
い
、
豊
春
地
区
体
育
祭
で
は
近
隣

の
花
積
、
下
蛭
田
、
道
口
蛭
田
と
の
合

同
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
毎
年
参
加
し
て

お
り
、
今
年
は
久
し
振
り
に
総
合
優
勝

を
果
た
し
、
四
地
区
の
結
束
が
一
段
と

強
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
今
年
度

は
花
積
、
道
口
蛭
田
と
の
三
地
区
合
同

の
防
災
訓
練
も
盛
大
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
下
蛭
田
を

含
め
た
四
地
域
と
力
を
合
わ
せ
て
よ
り

良
き
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
自
治
会
の
主
な
独
自
活
動
と

し
て
は
、
自
治
会
の
親
睦
行
事
（
内
牧

で
の
梨
狩
り
）
や
六
月
と
十
一
月
の
ク

リ
ー
ン
デ
ー
に
合
わ
せ
て
の
植
木
や
苗

木
・
草
花
の
交
換
会
を
行
い
、
地
域
住

民
の
交
流
と
親
睦
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
主
な
活
動
目
標
の
一
つ
と
し

て
は
、
次
第
に
進
み
つ
つ
あ
る
地
域
の

高
齢
化
に
対
応
す
べ
く
、
プ
ラ
チ
ナ
会

と
の
共
同
に
よ
る
「
触
れ
合
い
サ
ロ
ン
」

の
設
置
と
そ
の
運
営
で
す
。
次
い
で
、

地
域
社
会
を
受
け
継
い
で
行
く
子
供
た

ち
の
健
全
な
る
育
成
を
目
指
し
、
子
供

た
ち
が
故
郷
と
誇
れ
る
よ
う
な
街
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
一
つ
と

し
て
郷
土
認
識
を
高
め
る
た
め
に
、
市

の
史
跡
「
花
積
貝
塚
」
の
史
跡
公
園
化
と

そ
の
整
備
を
市
に
働
き
か
け
て
行
く
こ

と
と
、
花
積
や
下
蛭
田
、
道
口
蛭
田
に

伝
わ
る
伝
統
行
事
に
も
子
供
た
ち
が
一

緒
に
参
加
で
き
る
よ
う
地
域
の
連
携
を

強
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

伝
統
も
少
な
く
歴
史
も
浅
い
自
治
会

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
明
る
く
住
み
よ

い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

春 日 部 市 自 治 会 連 合 会 ª

本
町
町
会
の
歩
み

地
区
長

降
　
田
　
　
　
孝

夏 祭 り

三地区合同　防災訓練

本
町
町
会

明
る
く
住
み
よ
い

街
づ
く
り
を
目
指
し
て

自
治
会
長小

林
　
永
三
郎

花
積
西
自
治
会



備
後
西
川
自
治
会
は
、
東
に
古
利
根

川
、
国
道
四
号
、
西
は
一
ノ
割
駅
に
近

く
、
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
近

年
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
等
で
、
自
治

会
員
も
増
え
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
中

心
地
に
は
、
香
取
神
社
、
西
川
会
館
が

あ
り
ま
す
。
由
来
か
ら
神
社
西
側
に

「
西
川
」
と
伝
う
川
が
流
れ
て
い
た
と
歴

史
の
記
録
に
あ
り
、
川
の
名
前
を
自
治

会
名
に
称
し
、
備
後
西
川
自
治
会
と
名

付
け
ま
し
た
。
香
取
神
社
の
境
内
に
、

い
ち
ょ
う
の
巨
木
が
昔
を
偲
ば
せ
て
い

ま
す
。
春
の
祭
典
、
秋
の
感
謝
祭
等
の

祭
事
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
十
二
月
の
お

た
き
上
げ
元
旦
行
事
に
は
、
地
域
友
の

会
、
氏
子
役
員
さ
ん
に
よ
り
盛
大
に
新

年
を
迎
え
、
参
拝
者
の
方
に
大
変
喜
ば

れ
て
お
り
ま
す
。
私
達
の
自
治
会
は
、

五
百
三
十
世
帯
、
主
な
事
業
を
紹
介
し

ま
す
。
年
の
始
め
一
月
に
は
役
員
一
同
、

地
元
議
員
さ
ん
を
交
え
て
新
年
の
集
い

を
行
い
、
自
治
会
全
体
の
親
睦
を
深
め

行
事
に
対
し
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
月
に
一
度
定
例
会
を
実
施
、
転
入

転
出
者
会
費
（
一
ヶ
月
三
百
円
）
を
集

金
し
自
治
会
経
費
と
し
て
お
り
ま
す
。

役
員
の
構
成
は
役
員
二
年
、
班
長
一
年

を
期
限
と
し
て
推
せ
ん
の
方
法
で
決
め

各
役
員
分
担
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

四
月
に
は
自
治
会
総
会
を
行
い
一
年
間

の
事
業
計
画
な
ど
を
決
議
し
承
認
を
済

ま
せ
ま
す
。
五
月
春
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
、

地
域
内
の
清
掃
協
力
を
行
い
、
特
に
会

員
さ
ん
へ
ご
み
の
理
解
を
お
願
い
し
て
、

地
域
住
民
で
い
つ
も
き
れ
い
な
街
づ
く

り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
七
月
の
夏
祭

り
に
対
し
地
域
の
多
数
の
参
加
者
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
夏
祭
り
は
み
こ
し

の
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
午
前
の
部
は
子

供
み
こ
し
山
車
の
パ
レ
ー
ド
で
す
。
夏

の
日
ざ
し
の
暑
い
中
、
幼
児
子
供
達
の

汗
を
か
き
な
が
ら
の
楽
し
そ
う
な
姿
が
、

目
に
残
り
ま
す
。
午
後
の
部
、
五
時
出

発
の
大
人
み
こ
し
の
パ
レ
ー
ド
で
は
、

商
店
会
、
各
か
つ
ぎ
会
、
銀
行
員
さ
ん

の
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
み
こ
し

本
体
が
大
き
く
、
重
量
が
あ
り
ま
す
の

で
、
五
十
人
位
か
つ
ぐ
人
を
必
要
と
し

て
い
ま
す
。
大
き
な
か
け
声
と
気
持
ち

を
一
つ
に
パ
レ
ー
ド
し
、
み
こ
し
終
了

時
に
多
数
の
見
物
人
と
か
つ
ぐ
人
の
、

大
き
な
集
ま
り
が
出
来
、
祭
り
を
通
し

て
地
域
住
民
各
自
の
心
の
絆
が
持
て
た

様
子
を
感
じ
ま
す
。

十
月
に
入
っ
て
地
区
体
育
祭
が
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
順
位
を
あ
ま
り
考
え
ず
、

楽
し
く
競
技
に
参
加
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
ま
す
。
十
一
月

自
主
防
災
訓
練
、
防
犯
に
つ
い
て
地
域

住
民
に
呼
び
か
け
消
火
訓
練
、
火
災
通

報
、
防
犯
で
は
、
特
に
ひ
っ
た
く
り
事

件
が
多
く
、
注
意
と
防
止
に
対
し
講
演

を
い
た
だ
い
た
春
日
部
警
察
署
の
指
導

を
参
考
に
各
自
が
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

十
二
月
は
特
に
注
意
を
要
し
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。「
備
後

西
川
自
治
会
」
で
皆
が
明
る
く
、
楽
し

く
、
生
活
で
き
る
事
を
希
望
し
、
今
後

と
も
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
達
の
豊
野
町
自
治
会
を
紹
介
し
ま

す
。

春
日
部
市
の
南
東
部
に
区
画
整
理
さ

れ
た
市
街
化
区
域
、
工
業
団
地
が
豊
野

町
で
す
。
昭
和
六
十
三
年
五
月
に
自
治

会
が
出
来
て
十
四
年
と
新
し
い
自
治
会

で
あ
り
、
年
代
層
も
若
く
、
現
在
で
は
、

約
三
百
五
十
世
帯
と
多
く
な
り
、
今
後

も
増
え
続
け
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
内
の
行
事
は
、
夏
の
納
涼
祭
、
十

二
月
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ふ
れ
あ
い
広
場

が
二
大
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
納
涼

祭
で
は
、
町
内
で
工
夫
し
た
ヤ
グ
ラ
作

り
か
ら
始
ま
り
、
子
供
神
輿
に
よ
る
町

内
巡
り
と
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
皆
で

力
を
合
わ
せ
て
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

十
二
月
の
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
、
自

治
会
で
餅
を
つ
き
、
販
売
し
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
各
種
町
内

団
体
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
子
供
会
、
空

手
、
グ
リ
ー
ン
リ
ー
ブ
ス
、フ
レ
ッ
シ
ュ

会
）
の
模
擬
店
、
他
に
も
銚
子
口
豊
野

町
商
工
振
興
会
、
銚
子
口
青
年
会
、
農

家
の
新
鮮
野
菜
の
販
売
な
ど
、
他
地
区

の
参
加
も
あ
り
、
ま
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
等
、
た
く
さ
ん
の
店
が
並
び
盛
大

に
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
行
事
と
し
て
、
十
月
の
豊

野
地
区
体
育
祭
で
は
、
二
年
前
ま
で
は
、

銚
子
口
地
区
と
合
同
で
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
豊
野
町

自
治
会
と
し
て
、
単
独
で
参
加
し
て
い

ま
す
。

町
内
の
多
く
の
方
の
参
加
に
よ
り
、

素
晴
ら
し
い
団
結
力
を
も
っ
て
参
加
出

来
る
様
に
な
り
、
感
激
し
て
い
ま
す
。

町
内
で
活
発
な
団
体
が
あ
り
ま
す
。

百
人
を
超
え
る
子
供
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
（
フ
ィ
ル
ド
リ
ッ
チ
ー
ズ

（
男
）、
シ
ャ
イ
ニ
ー
ズ（
女
））、
豊
野
ソ

フ
ト
連
盟
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

最
近
出
来
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
会
は
、
中

高
年
代
の
人
を
中
心
に
、
町
内
の
親
睦

を
目
的
と
し
た
団
体
で
あ
り
、
現
在
約

四
十
名
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
、
二
月

に
は
日
帰
り
旅
行
な
ど
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

自
治
会
で
も
、
こ
の
様
な
団
体
を
育

て
、
町
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
に
力

を
入
れ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
で
は
、
現
在
の
自
治

会
館
を
建
て
直
す
た
め
に
、
毎
月
第
四

日
曜
日
に
資
源
回
収
を
行
い
設
立
基
金

に
あ
て
て
い
ま
す
。

防
犯
に
お
い
て
は
、
夏
休
み
期
間
中
、

町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
週
一
回
行
い
、
十

二
月
後
半
か
ら
三
月
初
旬
ま
で
、̀
火
の

用
心
a
巡
回
を
町
内
全
員
で
行
っ
て
い

ま
す
。

今
後
も
全
員
参
加
で
、
明
る
い
街
づ

く
り
に
役
員
一
同
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

春 日 部 市 自 治 会 連 合 会º

自
治
会
長

岡
　
村
　
久
　
人

夏 祭 り

自
治
会
長

秋
　
山
　
一
　
夫

備
後
西
川
自
治
会

豊
野
町
自
治
会

もちつき大会



私
達
の
松
河
町
地
区
は
、
古
利
根
川

に
架
か
る
新
町
橋
、
八
丁
目
新
町
を
通

り
小
渕
に
入
る
最
初
の
町
内
で
あ
り
ま

す
。
小
渕
一
番
地
か
ら
は
じ
ま
り
十
九

番
地
ま
で
を
右
側
に
、
県
道
惣
新
田
春

日
部
線
を
挟
ん
で
左
側
は
古
利
根
川
に

接
す
る
地
域
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
松

河
町
の
旧
名
は
小
渕
新
町
と
称
し
て
お

り
、
町
内
に
残
さ
れ
て
い
る
小
物
類
に

は
、
こ
の
町
名
が
書
か
れ
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
物
は
、
現
在

殆
ど
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
数
十
年
前
ま
で
は
町
内
の
会
合
の
時

に
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
戦
前
は

活
気
あ
る
街
並
で
、
八
丁
目
新
町
と
共

に
近
郷
か
ら
訪
れ
る
人
々
で
賑
わ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。
古
利
根
川
の
川
沿
い

も
散
策
の
道
筋
に
も
な
っ
て
お
り
、
四

季
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
取
ら
れ
る
処

で
も
あ
り
ま
す
。

さ
て
町
内
活
動
の
一
端
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。
一
昨
年
か
ら
三
年
間
、
小

渕
の
鎮
守
様
、
鷺
神
社
の
当
番
を
担
当

致
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
渕
の

各
地
区
が
交
替
で
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
次
回
は
数
十
年
後
と
な
る

大
切
な
行
事
で
あ
り
ま
す
。
毎
月
の
境

内
掃
除
を
は
じ
め
と
し
て
、
十
月
の
秋

の
祭
礼
、
大
晦
日
か
ら
三
日
ま
で
の
接

待
が
あ
り
ま
す
。

鷺
神
社
に
つ
い
て
は
、
本
殿
、
拝
殿

と
も
中
央
で
仕
切
ら
れ
、
向
か
っ
て
左

側
が
小
渕
の
鷺
神
社
、
右
側
が
杉
戸
町

本
郷
の
鷲
神
社
と
な
っ
て
い
る
「
一
宮

二
社
方
式
」
と
で
も
呼
べ
る
よ
う
な
珍

し
い
形
式
の
神
社
で
す
。
境
内
も
中
央

の
参
道
を
境
に
分
か
れ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
境
内
の
鳥
居
の
老
朽
化
に
伴

い
、
鳥
居
建
立
事
業
が
あ
り
ま
し
た
。

小
渕
地
区
皆
様
の
ご
寄
進
に
よ
り
立
派

な
鳥
居
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

お
陰
様
に
て
今
年
の
元
旦
に
は
参
詣

の
方
々
で
大
変
な
賑
わ
い
で
あ
り
ま
し

た
。鳥

居
の
解
体
時
に
は
、
両
方
の
柱
か

ら
建
立
の
年
代
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

「
文
久
二
年
」「
八
月
四
日
建
之
」
ま
た

小
渕
地
区
世
話
人
、
本
郷
村
世
話
人
の

名
前
も
記
入
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
柱

の
一
部
は
現
在
拝
殿
内
に
保
管
し
て
あ

り
ま
す
。

鷺
神
社
の
祭
礼
、
鳥
居
の
建
立
に

よ
っ
て
、
自
分
達
の
身
近
に
古
く
か
ら

の
鎮
守
の
社
が
あ
り
、
先
人
達
の
知
恵
、

ま
た
豊
か
な
自
然
を
見
失
う
こ
と
な
く
、

後
世
の
人
々
に
引
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ

を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

神
社
当
番
の
無
事
を
願
い
、
町
内
の

活
動
の
輪
を
ひ
ろ
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
皆
様
方
の
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
た
し
達
が
住
む
`
大
枝
池
の
端
a

は
、
東
・
南
・
北
が
越
谷
市
に
隣
接
し
、

西
に
国
道
４
号
線
と
`
会
之
堀
川
a
を

ひ
か
え
た
地
域
で
、
春
日
部
市
の
南
端

に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。
開
発
前
は
、

数
軒
の
農
家
が
点
在
す
る
田
園
地
帯
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
北
は
北
海
道

か
ら
南
は
沖
縄
の
広
範
囲
の
出
身
の
人

達
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
主
と
し
て
東

京
に
職
場
を
も
つ
、
い
わ
ゆ
る
`
埼
玉

都
民
a
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
自

治
会
を
立
ち
上
げ
た
の
は
い
つ
の
頃
か

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
『
池
の
端
自
治

会
』
と
し
て
の
発
足
か
ら
三
十
年
余
が

過
ぎ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
間
に
あ
っ
て
、
習
慣
・
考
え
方

な
ど
価
値
観
の
違
う
な
か
で
、
齟
齬
そ

ご

も

あ
り
ま
し
た
が
、
子
供
達
の
`
故
郷
づ

く
り
a
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て
き
ま

し
た
。
自
治
会
活
動
の
行
事
と
し
て
代

表
さ
れ
る
も
の
と
し
て
八
月
に
行
わ
れ

る
`
夏
ま
つ
り
a
で
は
、
役
員
・
班

長
・
協
力
団
体
の
皆
さ
ん
が
総
出
で
会

場
の
草
取
り
・
テ
ン
ト
張
り
・
飾
り
付

け
な
ど
に
汗
を
流
す
、
平
行
し
て
子
供

達
は
太
鼓
、
ご
婦
人
達
は
踊
り
の
練
習

を
、
協
力
団
体
で
も
あ
る
神
輿
愛
好
会

は
神
輿
の
整
備
、
商
店
会
・
ソ
フ
ト
ク

ラ
ブ
は
売
店
の
準
備
な
ど
を
分
担
し
、

協
力
し
な
が
ら
本
番
に
そ
な
え
ま
す
。

こ
う
し
た
作
業
が
一
体
と
な
っ
て
の
イ

ベ
ン
ト
の
成
功
が
自
治
会
運
営
を
円
滑

に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
三
十
周
年
を
ひ
か
え
節
目
と

し
て
の
記
念
行
事
に
し
た
い
と
検
討
を

は
じ
め
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
他
、

`
芋
掘
会
a
の
五
月
か
ら
十
月
に
か
け

て
の
さ
つ
ま
い
も
苗
の
植
え
つ
け
・
草

取
り
・
収
穫
に
至
る
一
連
の
作
業
は
、

子
供
達
は
じ
め
大
人
達
に
も
新
鮮
な
刺

激
と
な
っ
て
好
評
で
す
。

ボ
ー
リ
ン
グ
会
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
文
化
教
室
、
月
２
回

実
施
の
資
源
回
収
は
自
治
会
の
数
少
な

い
貴
重
な
収
入
源
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
他
に
、
年
末
夜
警
・
防
災
訓
練
な
ど

を
年
一
回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

昔
の
青
年
の
集
ま
り
で
も
あ
る
`
池

の
端
ク
ラ
ブ
a
と
老
い
も
若
き
も
つ
ど

う
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
`
ラ
ビ
ッ
ト

会
a
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
定
期
的
に
活

動
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
子
供
達
の
`

故
郷
a
と
し
て
、
そ
し
て
`
里
が
え
り
a

の
場
所
と
し
て
、
`
住
ん
で
よ
か
っ
た

私
達
の
街
池
の
端
a
を
め
ざ
し
て
行
き

た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

夏
ま
つ
り
を
は
じ
め
と
す
る
諸
行
事

の
継
続
化
な
ど
、
長
年
の
活
動
が
地
域

住
民
の
連
帯
感
と
な
っ
て
の
相
乗
効
果

を
生
ん
で
将
来
に
つ
な
が
っ
て
行
く
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

春 日 部 市 自 治 会 連 合 会 Ω

夏 祭 り

住
ん
で
良
か
っ
た

私
達
の
街
池
の
端

自
治
会
長澤

田
　
富
二
男

池
の
端
自
治
会

我
が
町

松
河
町

地
区
長

高
　
橋
　
弘
　
道

松
河
町
町
会

鷺神社にて



我
が
立
沼
町
会
は
昭
和
五
十
二
年
四

月
、
内
谷
町
会
よ
り
分
離
独
立
し
、
昨

年
二
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
町
会

の
範
囲
は
、
北
は
中
央
七
丁
目
、
中
に

中
央
八
丁
目
を
挟
ん
で
南
は
大
沼
四
丁

目
の
一
部
（
郵
政
省
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
北

側
か
ら
東
は
東
界
タ
ク
シ
ー
前
ま
で
）

に
及
び
ま
す
。
世
帯
数
は
昨
年
四
月
現

在
で
四
百
二
十
二
と
な
っ
て
お
り
中
堅

ど
こ
ろ
の
町
会
と
い
え
ま
す
。

町
会
発
足
当
時
は
周
囲
に
田
園
が
広

が
る
の
ど
か
な
一
帯
で
、
住
宅
地
と
し

て
は
開
発
途
上
に
あ
り
家
屋
数
も
ま
ば

ら
、
初
年
度
の
加
入
数
は
僅
か
九
十
六

世
帯
と
誠
に
寂
し
い
限
り
で
し
た
。
集

会
所
は
中
央
八
丁
目
在
の
農
家
の
空
地

を
借
用
し
て
、
中
古
の
プ
レ
ハ
ブ
式
建

屋
を
急
ぎ
建
設
し
た
も
の
で
し
た
が
、

細
々
と
し
た
中
に
も
漸
く
一
人
前
に
な

れ
た
と
い
う
自
負
心
を
抱
い
て
の
ス
タ

ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
集
会
所
は
、
内
谷
区
画
整
理

記
念
館
の
並
び
に
位
置
し
て
お
り
ま
す

が
、
建
設
以
来
十
九
年
経
過
の
た
め
、

老
朽
化
が
目
立
ち
、
平
成
十
五
年
度
を

目
標
に
集
会
所
の
建
て
替
え
を
検
討
中

で
あ
り
ま
す
。

年
間
の
行
事
は
多
岐
多
様
に
わ
た
っ

て
お
り
、
四
月
は
小
学
校
入
学
生
と
父

兄
を
中
央
町
第
二
公
園
の
桜
を
背
景
に

記
念
写
真
撮
影
（
写
真
は
記
念
と
し
て

配
布
）、
ま
た
中
学
校
進
学
生
に
は
記
念

品
の
進
呈
を
行
い
、
七
月
は
市
の
夏
祭

り
（
子
供
御
輿
西
口
パ
レ
ー
ド
）
へ
の

参
加
と
、
桧
の
丸
太
材
使
用
の
櫓
の
組

み
立
て
等
、
手
作
り
を
基
本
と
し
た
盆

踊
り
大
会
の
開
催
、
八
月
は
早
朝
の
夏

休
み
ラ
ジ
オ
体
操
、
九
月
は
敬
老
祝
の

記
念
品
進
呈
、
十
月
は
粕
壁
地
区
体
育

祭
へ
の
参
加
と
日
帰
り
旅
行
、
十
一
月

は
餅
つ
き
大
会
と
自
主
防
災
訓
練
、
一

月
は
成
人
祝
の
記
念
品
進
呈
、
そ
の
他

春
秋
の
町
内
清
掃
、
公
園
の
除
草
、
会

之
堀
川
堤
の
花
の
栽
培
等
が
あ
り
ま
す
。

町
会
役
員
は
執
行
部
十
一
人
、
組
長
、

副
組
長
三
十
九
人
で
構
成
さ
れ
、
組
長
、

副
組
長
は
総
務
部
、
環
境
部
、
体
育
部
、

育
成
部
の
四
部
門
に
分
か
れ
、
各
部
の

責
任
の
も
と
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

当
地
区
は
発
展
す
る
春
日
部
市
の
中

心
の
住
宅
地
と
し
て
年
々
変
貌
を
遂
げ
、

人
口
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
近

年
は
一
戸
建
て
よ
り
マ
ン
シ
ョ
ン
が
目

立
ち
、
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の
町
会
へ
の

入
会
者
が
増
え
ず
、
逆
に
脱
退
に
よ
り

減
少
し
、
町
会
予
算
を
圧
迫
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
い
か
に

加
入
世
帯
数
の
増
加
を
図
る
か
が
課
題

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

活
力
の
あ
る
、
住
民
の
た
め
の
、
開

か
れ
た
町
会
を
目
指
し
て
、
今
後
も
頑

張
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
ご
指
導
の
程
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
二
十
九
年
に
春
日
部
市
が
誕
生

し
春
日
部
駅
西
側
の
新
し
い
都
市
づ
く

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
五
年

十
月
の
建
設
途
上
の
谷
原
三
丁
目
地
区

は
水
田
の
中
の
六
世
帯
の
み
で
し
た
。

現
在
谷
原
三
丁
目
は
西
口
の
中
心
ふ
じ

通
り
と
こ
れ
に
直
交
の
ユ
リ
ノ
キ
通
り
、

ハ
ク
レ
ン
通
り
と
市
の
東
西
を
結
ぶ
陸

橋
通
り
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
面
積
約
十

三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。
地
域
内
に

は
災
害
時
の
一
次
非
難
場
所
の
谷
原
第

四
公
園
が
子
供
達
の
遊
び
場
と
町
会
行

事
の
中
心
で
す
。

ま
た
、
信
用
金
庫
、
専
門
学
校
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

各
専
門
店
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
が

あ
り
典
型
的
な
商
業
、
住
宅
地
で
す
。

自
治
会
は
平
成
十
二
年
四
月
に
上
谷

原
地
区
自
治
会
よ
り
分
離
独
立
、
谷
原

三
丁
目
町
会
と
し
て
世
帯
数
二
百
十
、

約
七
百
名
の
住
民
が
い
ま
す
。
町
会
加

入
世
帯
の
大
部
分
は
全
国
各
都
市
か
ら

の
転
入
者
で
知
識
、
経
験
共
に
多
士

済
々
の
住
民
で
す
が
東
京
、
他
市
勤
務

者
が
多
く
、
日
頃
話
し
合
い
の
機
会
が

少
な
い
の
が
残
念
で
す
。
ふ
じ
通
り
で

は
毎
年
五
月
三
日
に
市
内
各
団
体
の
協

力
で
藤
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
子
供
鼓
笛

隊
、
祝
い
太
鼓
、
流
し
踊
り
、
各
団
体

の
パ
レ
ー
ド
等
と
歩
道
を
埋
め
る
出
店

で
大
層
な
賑
わ
い
と
な
り
ま
す
。
町
会

行
事
は
春
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
に
始
ま
り

地
域
内
公
道
と
谷
原
第
四
公
園
の
清
掃

を
行
い
ま
す
。
親
子
の
参
加
、特
に
父
親

の
参
加
が
増
え
、
清
掃
後
の
お
茶
会
で

は
お
互
い
を
知
り
合
い
親
睦
と
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
心
強
く
思
い
ま
す
。

昨
年
の
豊
春
地
区
体
育
祭
に
上
谷
原

チ
ー
ム
（
谷
原
中
央
、
谷
原
一
、
二
、

三
丁
目
、
大
沼
ユ
リ
ノ
キ
の
各
自
治
会
）

が
綱
引
き
と
児
童
か
ら
壮
年
男
女
に
よ

る
七
地
区
対
抗
リ
レ
ー
に
優
勝
し
チ
ー

ム
の
団
結
と
他
自
治
会
の
人
々
と
の
交

流
も
深
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
防
災
訓
練
、

も
ち
つ
き
大
会
、
敬
老
ひ
な
ま
つ
り
等

も
多
く
の
参
加
を
得
て
い
ま
す
。
八
木

崎
小
学
校
東
側
道
路
沿
い
の
生
垣
の
改

修
作
業
に
は
年
末
の
日
曜
日
寒
風
の
中
、

夕
暮
れ
ま
で
、
組
長
、
役
員
の
協
力
で

完
成
し
ま
し
た
。

職
業
、
勤
務
地
、
現
代
感
覚
か
ら
居

住
地
域
に
対
す
る
帰
属
意
識
が
薄
い
都

会
的
気
質
が
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
化
の

加
速
と
共
に
老
後
を
迎
え
る
世
帯
が
増

加
し
行
政
と
自
治
会
の
役
割
、
関
係
は

一
層
密
接
さ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
多

士
済
々
の
方
々
の
参
画
を
促
し
、
そ
の

知
識
経
験
を
活
用
し
自
由
で
活
発
な
生

き
生
き
し
た
自
治
会
活
動
に
よ
り
住
み

良
い
町
づ
く
り
を
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
御
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

春 日 部 市 自 治 会 連 合 会æ

町
会
長

並
　
木
　
素
　
生

町

会

長萩　
原
　
　
　
清

入学のお祝い

もちつき大会

立
沼
町
会

谷
原
三
丁
目
町
会
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春 日 部 市 自 治 会 連 合 会 ø

武里地区自治会連合会の会長に就任以来早や２年を過ぎようとし

て居ります。自治会長さんを始め関係各位のご指導とご協力に心か

ら感謝を申し上げます。私達の武里地区は春日部市の最も南に位置

し、ほぼ中央に東武鉄道の伊勢崎線が通り、東部には４号国道が南

北に通って居り極めて交通の便利な所です。約四十年前には東京都

の人口急増により、住宅公団のマンモス団地・武里団地が建設され

約5,500戸の市街が出来ました。更にその後の昭和45年に新都市計画

法が施行され市街化区域には爆発的に住宅が建設され、人口は急増

しました。小学校７校、中学校３校、公民館も３館建設され現在に

至って居ります。昭和30年頃は600戸位の小さな村落が今では自治

会員だけでも15,000有余という非常に大きな市街に変化しました。

しかし数年前から経済のバブルもはじけ人口の増加も止まり、自治

会の分割も一段落のようです。

またこの武里地区におきましては、「市道武里内牧線」の整備が

進められています。地域の皆様の生活への、貢献度の高い路線とな

ることが期待されています。さらに、健康維持・体力向上を目指す

スポーツ施設「総合体育館」の利用が本年４月より開始されます。

自治会活動の原点は地域の融和と親睦を図ることであると思いま

す。その為に連合会としては地区体育祭を公民館と共催で毎年行い、

各自治会としてもそれぞれ夏祭りや餅つき大会等を行っています。

各会長さんを始め役員さんは大変な努力をされています。そして明

るいきれいな住みよい街づくりをしようと頑張っています。連合会

としても各自治会の横の連絡を密にして、且つ又、行政の指導のも

と武里地区の発展に寄与しようと思っておりますので、今後ともよ

ろしくお願い申し上げます。

武里地区自治会連合会 会長　上原光孝

去
る
平
成
十
三
年
十
一
月
六
日
、
東

京
都
江
戸
川
区
「
な
ぎ
さ
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
〜
な
ぎ
さ
助
け
合
い
の
会
」
を
視
察

研
修
い
た
し
ま
し
た
。
当
会
は
住
民
の

高
齢
化
が
進
む
中
、
お
互
い
に
助
け
合

い
、
支
え
合
う
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
、

安
心
し
て
老
後
を
過
ご
せ
る
、
ま
た
出

産
や
子
育
て
が
で
き
る
地
域
社
会
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。
当
連
合
会
活
動
に
お

い
て
も
、
お
お
い
に
参
考
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

平
成
十
一
年
七
月
に
設
立
。
登
録
会

員
数
三
百
三
十
五
人
。

【
会
　
員
】
な
ぎ
さ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自

治
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と

【
利
用
会
員
】
手
伝
っ
て
ほ
し
い
人

【
活
動
会
員
】
手
伝
い
た
い
人

【
協
賛
会
員
】
今
は
手
伝
い
も
い
ら
な
い

し
、
活
動
も
で
き
な
い
が

趣
旨
に
賛
同
す
る
人

一
時
的
な
保
育
、
病
院
へ
の
送
迎
、

食
事
の
用
意
等
、
利
用
会
員
が
手
伝
っ

て
も
ら
っ
た
際
に
、
有
料
の
チ
ケ
ッ
ト

で
支
払
い
、
活
動
会
員
が
事
務
局
で
チ

ケ
ッ
ト
を
換
金
す
る
。
料
金
は
三
十
分

三
百
円
。
利
用
会
員
が
一
時
間
分
（
六

百
円
）
の
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
活
動
会

員
に
チ
ケ
ッ
ト
で
支
払
う
。
そ
れ
を
換

金
す
る
際
、
事
務
局
は
手
数
料
の
百
円

を
引
い
た
五
百
円
を
活
動
会
員
に
支
払

う
。そ

の
他
会
報
の
発
行
、
喫
茶
室
、
食

事
会
、
映
画
会
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
等
、

様
々
な
交
流
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

役員研修会


